生理学実習担当教員　　殿

拝啓

　

　厳寒の候、先生方には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

　医学教育が大きく変遷する中、生理学教育におきまして実習が依然として重要であることに、異論はないと存じます。一方では、動物実習に対する批判、シミュレーション実習の開発、最新の実習機器導入など諸々の事情により、実習が以前とは様変わりしつつある傾向が見受けられます。そんな折、日本生理学会が編集する生理学実習書は在庫が底をつき、増刷するか否かの判断を求められています。そこで生理学会教育委員会で検討致しました結果、「内容を大幅に改訂して、今後の生理学教育に必要な実習書を作成する」という結論に至り、昨年１１月に開催されました常任幹事会に報告いたしました。その作業の第一歩として、教育委員会委員の所属する施設における実習内容を精査するとともに、全国の医系教育施設における生理学実習の実態をアンケート調査することと致しました。
つきましては、貴講座で実施している生理学実習に関しまして、別紙のアンケート用紙にお答えいただき、２月末日までに日本生理学会事務局宛にお送りいただきますようお願い致します。アンケートは日本生理学会のホームページ（http://physiology.jp/）からもダウンロードできるようになっておりますので、ＦＡＸ (03-3815-1603) 又はメールの添付ファイルでお送りください。用紙が足りない場合は、恐れ入りますがコピーしてお使いいただきますよう、お願い申し上げます。尚、このアンケートは、各講座（教室）ごとにお送り致しております。年度末の多忙な時期に恐縮ですが、調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。
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